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今ありて
☆学校教育目標☆ 

「知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな生徒の育成」 

～多様性を認め合える、穏やかな教育環境づくり～ 
文責：新部操 

※ブログ形式で学校の様子を発信しています。ぜひご覧いただき、ご家庭での話題となれば幸いです。 

  

 青葉若葉の輝きに満ちた季節になりました。本校でも勉強や部活

動に励む生徒達がキラキラと輝いています。学校経営方針を掲載し

ました。ご一読いただきご理解、ご協力をお願いいたします。 

○ 学校経営方針（概要）  

１ 学校教育目標 

「知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな生徒の育成」 

～ 多様性を認め合える、穏やかな教育環境（居場所）づくり ～ 

 

２ 目指す生徒像 

（１） 【知】 夢の実現や目標の達成に向け、自ら進んで粘り強く学び続ける生徒  

（２） 【徳】 人それぞれの多様性を認め、心豊かで思いやりのある生徒  

（３） 【体】 心身ともにたくましい生徒  

 

３ 目指す教師像 

（１） 生徒とのふれあいを通し、一人一人を尊重し、共感的に理解して大切にする教師 

（２） 絶えず研究、研修に努め、お互いに連携し支え合う、チームワークの良い教師集団 

（３） 保護者とよく連携し、相互理解に努める教師 

４ 具体的な経営方針 

（１） 特別支援教育の推進 

①生徒一人一人を大切にする教育(支援)は、教育の原点。全校体制で推進する 

②ユニバーサルデザインの視点を活かした授業、教室環境づくりに努める 

（２） 人生を拓く「確かな学力」の育成を目指す 

①ICT 等を活用し「わかる」「できる」が実感できる「授業づくり」を研究する 

②アクティブラーニングを取り入れ、主体的な深い学びが得られるような工夫をする 

③学校や学級に不適応を示す生徒への適応指導のための支援を強化する 

④困り感を抱え、さまざまな個性を持つ生徒をよく理解し、温かく支援する 

⑤図書館活用、新聞活用を充実させ、読解力を高め、人格的成長を支援する 

⑥家庭学習の充実を図る 

国際社会のダイバーシティ化に対応できる資質の育成を図ります。 

 

人権教育を推進して行きます。先日、先生方は授業中、 

皆さんを尊重し「さん」付けで呼びます！と宣言しました。 



（３） 思いやりのある「豊かな心」の育成を目指す 

①真心のこもった挨拶、返事ができる生徒を育てる 

②いつでも、誰とでも交流でき、明るく笑顔の絶えない生徒を育てる 

③思いやりのある美しい日本語を場に応じて使うことのできる生徒を育てる 

④全教育活動の中で道徳教育を推進し、特に要である「道徳の時間」を充実させる 

（４） 活力にあふれる「健やかな体」の育成を目指す 

①包括的な健康・安全教育に生徒主体で取り組み、心と学習の環境づくりを進める 

②学校と家庭が一体となって、規則正しい生活習慣を身に付けさせる 

③実効性のある防災訓練を実施し、防災意識を高める 

④いじめ・暴力行為を見逃さず、学校事故の縮減を図る 

（５） 地域と共に歩む開かれた学校づくりを目指す 

①家庭・学校・地域のつながりを大切にし、相互に連携協力して一体感のある教育を 

進める 

②登下校や学校における事故・災害のゼロを目指す 

③積極的かつ適切な情報発信と学校公開の充実を図る 

④学校への声や要望を大切にし、迅速に対応する 

（６） 自己の生き方や進路を考える力の育成を目指す 

①体験活動、ボランティア活動を通じ、望ましい勤労観、職業観を育成する 

②一人一人の夢や希望の実現を支援する 

③キャリア教育の教育課程への位置付けを工夫する 

（７） 義務教育９年間を見通した教育活動の展開を目指す 

①学校や地域を誇りに思える児童生徒を育成する 

②四中ブロック小学校・中学校連携活動を推進する 

（８） 業務の適正化を図る 

①生徒たちと向き合う時間を確保し、誇りとやりがいの持てる職場環境を確保する 

ために、教員が携わってきた従来の業務を不断に見直す 

②勤務時間を意識した働き方改革を推進し、ワークライフバランスの構築を図る 

 

 

毎朝「おはよう」と声をかけながら生徒の

登校を見守っていると、様々な「おはようご

ざいます」を返してくれます。 

元気いっぱいの挨拶、照れくさそうな挨

拶、軽い会釈、深々と丁寧なお辞儀、それぞ

れの個性が表現されています。どんな挨拶

であっても 「真心のこもった挨拶」であれ

ば、きっと相手に伝わります。皆さんは登校中、地域の方や警備員さん、横断歩道で止まってくれ

たドライバーさん等、たくさんの方々が見守ってくれています。真心でお返ししてください。 

セクハラ・体罰相談窓口 
 

本校では、セクハラ等に関する相談窓口 

を開設しております。 

校長・教頭・生徒指導・養護教諭 

１年：上村、２年：青木、３年：原 

中学校教員の６割が「過労死ライン」と呼ばれる超過勤務月８０時間を超え勤務して

いる現状です。行事の精選や業務の見直しを進めていきます。 


